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江東区民まつり・グリーンフェスタ 参加者募集!

今年の区民まつりは、10月17日(土)、18日(日)に開催されます。
みどりネットkotoは、今年は両日参加することにいたしました。どんぐり

や松ぼっくりを使っての樹名板作りと香り袋(サシェ)作り、その他を考えて
います。またNECソリューションイノベータ様のブースでの販売になりますが、
フレッシュハーブの花束作りとスワッグ作りを例年通り２日間作業予定です。

なお、花苗基金は区民まつりでの花束の売り上げからご寄付を頂いており
ます。花苗基金申請の団体の皆様はご協力いただけますと大変嬉しいです。
区民まつりに参加して一緒に楽しみませんか？ お手伝いをしてくださる方を
大募集いたします。17・18日のAM・PM、どこかご都合のつく日時でお願いで
きましたら大変助かります！

合わせて11月15日(日)、東陽公園にて10回目のグリーンフェスタが開催さ
れますので、こちらでもお手伝いを大募集します！

皆様からのご連絡お待ちしております。 （ 井本和歌子）

【連絡先】 LINE：イベント担当 井本まで
電話：090-1032-6773（美濃又）

花苗基金 精算のお知らせ

今年度の花苗基金精算ですが、9月27日(日)に開催されるコミュニティガー
デン交流会の際に行うことにいたしました。
なお、お申し込み頂いた方々には別途、ご案内をお送りいたします。

（ 美濃又哲男）

グリーンフェスタ in 東陽公園

〈昨年の様子〉江東区民まつり
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みらい花基金は今年度から始める取り組みで、花苗基金とは別の枠組みで
コミュニティガーデン活動支援を行うものです。活動のプロモーションや、
新たなメンバーの募集など、活動を広げるためのきっかけを作る様々な取り
組みに対して助成を行います。

★使い方のアイデア（役員会等で出されたもの）
・会員募集のためのチラシ作成や掲示板の掲載
・マルシェなどへの出店費用

ついては、以下の内容で活用団体の募集を行いますので、ご希望の方はお
申し込みをお願いいたします。

１．助成対象 江東区に登録されているコミュニティガーデン
（みどりネットKoto会員限定）

２．対象となる取り組み
活動を広げるために行われる取り組み。
（令和9年6月末まで行われるもの）

３．助成金額 １団体あたり5000円を上限といたします。（予算額5万円）

４．申し込み方法 以下のいずれかの方法でお申し込み下さい。
・Googleフォームによる申し込み
・同封する申し込み用紙による申し込み

５．申し込み期限 9月30日(水)までにお願いします。
なお、希望金額の総額が予算額に達しない場合には、予算額の範囲内で
期限後の申し込みを受け付けます。

６．申し込み後の進め方
① 申し込み受け付けのご連絡

10月10日(土)までにご連絡いたします。(注記を確認して下さい。)
② 助成金のお渡し

取り組み終了後に領収書、活用報告書と引き換えにお渡しします。
③ みどらん掲載のお願い

取り組み内容や成果をみどらんに掲載したいため、400～800字程度
の記事(原稿)をご提出ください。
（助成の条件としますので、ご協力をお願いします。）

※注記
・応募多数となった場合は、助成金額を減額する場合があります。
・基金の主旨に合わない取り組みについては、受け付けられない場合が

あります。

７．問い合わせ先
美濃又 哲男 携帯番号 090-1032-6773

Ｅメール fwij2713＠nifty.com
（ 美濃又哲男）

みらい花基金 活用団体の募集
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2026年7月21日(火）14時より江東区文化センターにてステップアップ講座
が行われました。参加者は15名。夏の多年草のお手入れについて、東方さん
よりお話がありました。夏だからといって頑張りすぎない、「ローコスト」
「ローメンテ」そして涼しいところでのメンバーとの「エンジョイ」など興
味深い内容でした。水やりや除草作業など夏の作業については、それぞれの
団体でも工夫されていて、ためになるお話をたくさん聞くことができて、大
変勉強になりました。
座学の後は、ラベンダーの蕾をレースペーパーに閉じ込めた香りの良いサ

シェを作成しました。リボンやマスキングテープでかわいらしく飾りました。
近くの席の方とも楽しく作業ができたのではないでしょうか。
場所を江東区役所前に移動して、花壇での植物のお手入れ方法を指導して

いただきました。午後の暑い時間でしたが、植物を目の前にお手入れの方法
を教えていただくと大変理解しやすいです。
夏の花壇作業は厳しいですが、今回のお話を参考にして

上手に乗り切りたいです。（ 肥沼理恵）

ステップアップ講座（1回目）

7月10日から20日に開催された生物多様性フェア2026は「私たちができる
ことをみんなで一緒に考えてみよう！」の掛け声のもと、江東区の生物多様
性、自然、みどりにかかわる区民、市民団体、学校、企業、区役所等が協働
して、活動報告や研究成果を江東区文化センター2階ロビーで展示紹介され
ました。みどりネットKotoの参加は今年度5回目。展示物のブラッシュアッ
プが進み、見ごたえのあるものとなっています。7月17日、18日はポスター
セッションが開催され、当団体も18日15分と短いながら
も活動お披露目を行いました。江東区では2030年の目標
として「江東区生物多様性地域戦略」を令和8年3月に策
定しており、次世代へより良い環境を渡せるために、各
団体ができる事、目指すことの目標があり、一緒に成長
と継続ができたらと実感できる企画となりました。

（ 山本夏実）

生物多様性フェア2026

日向と木陰の
温度の違い

サンプルづくりに
熱中する皆さん



6月27日(土）於．森下文化センター 参加者3名
7月25日(土）於．猿江地区集会所 参加者4名
台風や猛暑の影響で、参加者は少なくなりましたが、みらい花基金の使い

方や秋の行事の準備について話し合いました。
7月下旬は一年の中で一番暑い時期ですので、花端サロンの開催も控えた

方が良いかも知れませんね。

●今後の予定
9月26日(土）会場 江東区文化センター 会議室
10月24日(土）会場 パルシティ江東
11月28日(土）会場 江東区文化センター 会議室
何れも午後２時開始となります。区民まつりやグリーフェスタなど秋の行

事について話し合いますので、皆さんのご参加をお待ちしています。
（ 美濃又哲男）

編集後記： 今年も酷暑や豪雨など色々悩ましい夏でしたが、立
秋を過ぎた頃から、朝晩ホッと一息つける日が増えました。これ
から迎える秋は楽しいイベントも盛りだくさん。区民まつりでは、
私たちのガーデンで育てた色とりどりの花を束ねる贅沢な時間を
ぜひご一緒に。花友の輪を広げていきましょう（ 松田)
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★みどらん11月号の原稿を募集いたします

活動報告、お花の写真等々、テーマはご自由ですので、

是非皆さんのお声をお寄せください。原稿はLINE、メール、

郵送でも構いません。

締め切り 10月20日(火)

送り先・問合せ先 江東区猿江1-23-2-101 090-1032-6773

fwij2713@nifty.com 美濃又

みどらんをLINEではなく郵送で送ってほしい方は、

遠慮なくお知らせください。

Instagram

ホームページ

Facebook

ガーデンでの作業の様子は、みどりネットKotoのInstagramやFacebookで発信中。

各ガーデンの仲間たちも、それぞれ情報をシェアしていますので、ぜひ参考にして下さい。

※『活動カレンダー』をホームページに公開しています。ご活用ください。

花端サロンの報告と今後の予定

□ 新年会
於．清澄庭園涼亭 令和９年１月11日(月)午後

詳細は次号でお知らせします。ご予定くださいね。

今後の予定

〈昨年の様子〉



別紙

秋のお手入れカレンダー

★９月のお手入れ★
～暑さが和らぐ時期の「秋のお手入れ＆補植」～

9月は厳しい暑さが少しずつ緩み、秋に向けたお庭の準備や、秋らしい彩り
をプラスするのに最適な時期です。

✿枯れた場所の「補植」タイミング:
厳しい夏を越し、枯れてしまった隙間があれば植え足し（補植）を行いま

しょう。涼しくなり始めるこの時期は、新しい苗が根付きやすい絶好のタイ
ミングです。
✿秋の訪れを感じるおすすめのお花（一年草）:

秋の風情を演出してくれるコスモス、ケイトウ、センニチコウ、五色トウ
ガラシなどの一年草がおすすめです。色鮮やかなお花で、ガーデン全体を秋
らしい雰囲気に切り替えましょう。
✿季節の楽しみ（リンドウ観察）:

岩手のリンドウの花が咲いたらぜひメンバー同士で教え合って、秋の訪れ
を一緒に楽しんでくださいね

★10月のお手入れ★
～イベントの準備・枝の有効活用・土づくり～

10月は秋のイベント（江東区民まつり）の準備を進めながら、次の冬花壇
に向けた「切り戻した枝の活用」と「土づくり」を行う重要な時期です。

✿区民まつり クラフト＆ハーブブーケ作り:
ブースで実施するクラフトには、木端だけでなく「木の実のドライフラ

ワー」も活用できます。また、お手入れで抜き取ったり切り戻したハーブの
枝を集めて、花苗基金の元となるブーケ作りを行います。お手入れで出た枝
も捨てずに、大切な地域活動の資金として有効活用しましょう！
✿冬花壇に向けた「土づくり(土壌改良)」:

植え替え前のこの時期に、土の栄養と物理的な状態を整えます。
◆基本の補充: 堆肥(たいひ)を1㎡あたり約20L入れます。
◆水はけ対策: 水はけが悪い場所には、赤玉土(小粒)を1㎡あたり約10L混
ぜ込み、物理的に通気性・保水性を高めます。

✿冬花壇・球根の植え付け計画(11月〜12月に向けた準備):
冬花壇の植え付けは11月〜12月頃が本番です。
◆チューリップ: 気温がしっかりと下がり涼しくなってから植え付けます。
◆ムスカリ: 少し遅めの時期に植え付けることで、葉が伸びすぎず綺麗に
まとまります。

秋のお手入れの参考になさってください。（ 東方陽子）


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

